
 

素材の検知業務請負契約書（案） 

 

１ 事業名     素材検知業務請負（早瀬沢外 7 国有林：鍵ノ滝） 

 

２ 事業場所        秋田県北秋田市阿仁戸鳥内外 4 字早瀬沢外 7 国有林 2003 林班い小班外 

 

３ 業務内容、請負予定数量、請負予定単価及び請負予定金額 

 

業 務 内 容 請 負 予 定 数 量 請 負 予 定 単 価 請 負 予 定 金 額 

 

（１）の業務 

（２）の業務 

（５）の業務 

 

２，０６３ 

２，０３３ 

２，２７８ 

 

割出し 

 

 

 

 

請負金額       円 

 

 

 

 

計 

消費税 

合計 

６，３７４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※業務内容は作業仕様書の第２章３の内容とする。 

 

４ 事業期間    自  令和８年  月  日 

 

                    至  令和８年１２月１８日 

 

５ 特約事項    別紙１のとおり 

 

６ 契約保証金      免除 

 

  上記の請負事業について、発注者 分任支出負担行為担当官 米代東部森林管理署上小阿仁支署

長 鳴海 徹 と請負者                   とは、本契約書及び令和８年４月２７日に交付し

た素材の検知業務請負契約約款によって契約を締結し、この契約の証として本書２通を作成

し、双方記名押印の上、各自１通を保有する。 

 

   令和８年  月  日 

 

      発注者            秋田県北秋田郡上小阿仁村沖田面字野中 376-13 

                            分任支出負担行為担当官                                      

                               秋田森林管理署長 鳴海 徹 

      請負者 



作 業 仕 様 書 
 
第１章  総 則   
 １ 事業の実行に当たっては総て誠意を旨としなければならない。     
 
 ２ 本事業の完了検査は森林管理局長等の指定する土場等で行うものとする。 
 
  ３ 事業地内の火災予防のために、万全の手配を行うものとする。 
 
  ４ 発注者又はその指定する検査職員の行う完了検査数量は、「素材等検知業務請負監督・

検査要領」（平成 19 年５月 16 日付け 19 東販第 41 号局長通達）に基づき算出した数量と

する。 
 
第２章  検知業務 
 １ 検知業務は、素材の日本農林規格及び森林管理局長等の定める方法により行うものとす

る。 
 
 ２ 山元土場、最終貯木土場等に搬入された素材等で、品等格付けを行う素材等については、

原則、素材等が搬入された当日内に検知を行うものとするが、品等格付けが不要な合板用

素材等の一般材及び根杢等の低質材については、巻立作業の終了後に検知を行うことがで

きるものとする。 
   日々の検知が終了し、指定野帳に記載が完了したものは、その椪が完了しなくても、 

日々の検知野帳を翌月には署等へ持参するかＦＡＸ等で提出するものとする。 
   なお、検知開始後、署等へ原則一週間以上も野帳の提出がされない場合は、監督職 

員の調査・指示により対応するものとする。 
 
 ３ 検知業務請負契約の作業内容に基づき、以下の業務を行うものとする。   
 （１）の業務  素材の長級・径級を測定、木口表示を行い、指定野帳に記入し、巻立 

標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業   
 
  （２）の業務  素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行い、指定野帳に 

記入し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業 
 
  （３）の業務  素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行う作業、トラッ 

ク運材の積み込み本数を確認し送状に記載・交付する作業、及び最終貯 
木土場において指定野帳に記入し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの 
塗布を行う作業       

 
 （４）の業務  素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示、材積計算を行い、 

送状（概算引渡物件明細書）を交付し、スプレーの塗布を行う作業 
 
 （５）の業務  低質材（素材の販売予定価格評定要領細則第５条による）及び低評価 

一般材の層積検知（縦、横、高さを測る）を行い指定野帳に記載し、巻立 
標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業 

 
 ４ 検知記号印を使用する場合は森林管理局長等の貸与したものとし、打刻は、監督職員

の指示によるものとする。 
 
 ５ 検知用器具等は森林管理局長等の検査を受けたものとする。 
 
 ６ 仕様書に定めのない事項については、監督職員の指示によるものとする。 




